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自然の中で感性を豊かに育む

小規模保育園 こどもの森の紹介
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ともだちだいすき　せんせいだいすき　ようちえんだいすき
　本園は 1937 年に日本聖公会加悦聖三一教会が母体となり、「幼な子らを神の愛によって育てる」ために発
足。神さまと人から愛される喜びと感謝することを知り、人々のために生きることのできる豊かな心が育つ
よう願い保育しています。
☆安心できる雰囲気の中で、色々なことに意欲を持って向かい、共に育ち合います。
☆自然に触れ、季節を感じ、花や野菜作り、お料理などを楽しみます。
☆茶道講師によるお稽古では四季を感じ、他を思うおもてなしの心や行儀を学びます。
　今年度から、NPO 法人クラマウリと連携し、キンダーカウンセラー事業を実施しています。保護者の皆さ
まと子ども一人ひとりの育ちを分かち合い、喜び、恵に感謝して歩んでいきます。どんな小さなことでも、
不安に思っておられることを何でも話せる関係を作り、子どもたちを見守っていきます。
☆幼稚園では、満３歳（保育所でいう未満児）のお誕生日の前日から、保育料が無償になります。通常保育
は午後３時までですが、午後６時まで預かり保育をしています。朝は８時からの受け入れもしています。長
期休暇は希望保育・預かり保育を実施しています。途中入園も受け付けています。

学校法人 京都聖パウロ学園 加悦聖三一幼稚園の紹介

“さくら組お泊り会（7/20 ～ 7/21）”　　こどもたちには目に見えない心の成長が見られたと思います。

　三河内に移転し、『小規模保育園こどもの森』を開園して約１
年。地域の方々に助けていただき、周囲の豊かな自然を楽しんでい
ます。
　大好きな裏山散歩では筍やわらび、ノビルやクマ苺などを見つけ
ては四季の味覚を満喫しました。イモリやザリガニのいる場所も発
見！泥だらけになって捕まえています。今はプールが楽しくて大は
しゃぎ！毎日、五感をめいっぱい使って好奇心を満足させていま
す。０才から６才までの子どもたちが年齢を超えて関わり、育ち
合っています。ぜひ遊びに来てください。

＊子育て支援「森のあそび場」
　毎日開催♪
＊生後２カ月～　随時入園可能
　短期入園、短時間預かりOK

泥んこ遊びに夢中！（1、2歳児）

プール気持ちいい～！（3，4歳児） 千丈ヶ嶽、登ったよー！（５歳児）↑保育園の様子はこちらから↑

◎６月定例会補正予算等…２P

◎一般質問………………８P
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物価高騰対策生活者支援事業　8 千 703 万円を盛り込む物価高騰対策生活者支援事業　8 千 703 万円を盛り込む

令和５年度６月定例会一般会計補正予算(第２号)令和５年度６月定例会一般会計補正予算(第２号) ２億９千107万円　全員賛成で可決２億９千107万円　全員賛成で可決

山
﨑
良
磨

最
低
制
限
価
格
適
正
か

問　

当
町
の
最
低
制
限
価
格

の
算
出
方
法
は
京
都
府
が
だ

し
て
い
る
75
％
か
ら
92
％
で

設
定
す
る
と
い
う
決
ま
り
に

沿
っ
た
も
の
か
。

総
務
課
長　

そ
の
と
お
り
で

あ
る
。

問　

今
回
の
城
山
公
園
工
事

の
最
低
制
限
価
格
は
92
％
に

近
い
ギ
リ
ギ
リ
の
数
字
だ

が
、
過
去
の
工
事
の
最
低
制

限
価
格
の
平
均
値
を
逸
脱
し

て
い
る
。
結
果
と
し
て
４
社

の
入
札
業
者
の
う
ち
３
社
が

失
格
と
な
っ
た
。
こ
の
事
態

を
ど
う
捉
え
る
か
。

現
在
よ
り
向
上
し
た
設
計
か

和
田
裕
之

問　

当
初
計
画
よ
り
多
額
の

照
明
設
備
改
修
費
の
計
上

だ
。
埋
設
配
管
を
そ
の
ま
ま

使
用
で
費
用
は
削
減
だ
が
、

配
線
は
交
換
す
る
事
で
間
違

い
な
い
か
。
ま
た
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
の
支
柱
の
配
置
は
従
来

と
同
様
で
、
こ
れ
も
削
減
で

き
る
が
、
必
要
な
競
技
照
明

と
し
て
の
照
度
要
件
は
ク
リ

ア
で
き
て
い
る
設
計
で
あ
る

の
か
。

社
教
課
長　

現
在
、
漏
電
し

て
お
り
配
線
は
新
設
す
る
。

ま
た
、
競
技
区
分
ラ
ン
ク
は

一
番
下
だ
が
、
現
在
の
ラ
ン

プ
よ
り
高
い
照
度
が
確
保
で

き
、
照
度
均
斉
度
や
グ
レ
ア

評
価
値
も
向
上
。

  

６
月
定
例
会
は
、
６
月
１
日
か
ら
６
月
15
日
ま
で
15
日
間
の
会
期
で
行
な
っ
た
。
専
決
報
告
案
件
２
件
、
専
決
承
認
案

件
11
件
、
人
事
案
件
３
件
、
条
例
案
件
１
件
、
契
約
案
件
２
件
、
補
正
予
算
５
件
等
の
提
案
説
明
が
あ
っ
た
。
総
務
文
教

厚
生
常
任
委
員
会
と
産
業
建
設
環
境
常
任
委
員
会
で
そ
れ
ぞ
れ
２
日
間
、
所
管
事
項
に
つ
い
て
担
当
課
よ
り
説
明
を
受
け

た
。
本
会
議
で
は
、
延
べ
28
人
が
質
疑
を
行
な
い
、
全
議
案
を
可
決
し
た
。
一
般
質
問
は
、
15
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
公

共
施
設
統
廃
合
、
財
政
問
題
、
町
長
の
政
治
姿
勢
と
政
策
な
ど
に
つ
い
て
、
理
事
者
の
見
解
を
求
め
た
。
ま
た
令
和
５
年

度
、
役
場
組
織
が
一
部
新
設
さ
れ
た
。
財
産
活
用
・
契
約
室
、
産
業
観
光
課
、
防
災
危
機
管
理
対
策
室
、
農
林
環
境
課
、

地
球
温
暖
化
対
策
室
で
あ
る
。

城
山
公
園
屋
外
照
明
工
事
の
契
約

内
容
説
明

　

岩
滝
地
区
の
城
山
公
園
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
屋
外
照
明

設
備
改
修
工
事
の
予
定
価
格
が
５
千
万
円
を
超
え
る
た

め
に
議
決
に
付
す
べ
き
案
件
と
な
り
提
出
さ
れ
た
。
最

低
基
準
価
格
の
あ
り
方
や
、
新
し
い
設
備
の
能
力
に
つ

い
て
、
２
人
の
議
員
が
質
疑
を
行
っ
た
。
全
員
賛
成
で

可
決
し
た
。

副
町
長　

担
当
部
署
に
よ
っ

て
積
算
さ
れ
る
が
、
今
回
の

事
態
に
つ
い
て
は
今
後
、
指

名
委
員
会
に
お
い
て
分
析
す

る
価
値
は
あ
る
の
か
と
思
わ

れ
る
。

問　

企
業
間
の
競
争
の
観
点

で
も
、
平
均
値
を
逸
脱
し
な

い
数
値
の
設
定
が
必
要
と
考

え
る
が
。

副
町
長　

指
名
委
員
会
の
委

員
長
と
し
て
数
字
の
面
に
つ

い
て
は
振
り
返
り
や
チ
ェ
ッ

ク
は
今
後
の
入
札
に
つ
い
て

有
効
と
考
え
る
。　

定
例
会
の
よ
う
す

永島洋視（日本共産党与謝野町議員団）
　
「負担押し付けの森林環境税に反対」

　条例改正案には、森林環境税が含まれている。本年度末で期限切れとなる復興特別住民税の
看板を掛け変えて税を取り続けるもの。国やＣＯ 2排出企業が引き受けるべき負担を町民に押
し付けるもの。自治体への交付基準も、私有人工林がない都市部に多く配分される問題点がある。

反対討論

与
謝
野
町
税
条
例
の
一
部
改
正

内
容
説
明

●
森
林
環
境
税
の
導
入
に
伴
う
徴
収
方
法
等
の
規
定

　

施
行
日　

令
和
６
年
１
月
１
日

●
給
与
所
得
者
の
扶
養
親
族
等
申
告
書
の
簡
素
化

　

施
行
日　

令
和
７
年
１
月
１
日

●
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
の
種
別
割
区
分
等
の

　

見
直
し

　

施
行
日　

令
和
５
年
７
月
１
日

●
軽
自
動
車
税
の
賦
課
徴
収
の
特
例
措
置
の
見
直
し

　

施
行
日　

令
和
６
年
１
月
１
日

　

討
論
の
後
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。
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物
価
高
騰
支
援
給
付
金

問　

商
工
業
者
は
商
工
会
、

及
び
産
業
観
光
課
が
、
ま
た

農
業
者
に
は
農
林
環
境
課
が

対
応
連
携
で
き
て
い
る
と
思

う
。
し
か
し
、
福
祉
関
係
の

給
付
金
に
お
い
て
は
、
単
に

給
付
対
象
者
で
あ
っ
て
も
、

町
の
広
報
紙
の
み
の
場
合
、

全
町
民
の
皆
さ
ん
に
制
度
の

内
容
を
理
解
し
て
頂
い
て
い

る
か
は
疑
問
で
あ
り
、
高
齢

者
世
帯
、
住
民
税
非
課
税
世

帯
な
ど
に
は
、
改
め
て
個
々

へ
の
対
応
が
必
要
と
思
う
が
、

現
在
で
は
ど
の
様
に
さ
れ
て

い
る
の
か
。

福
祉
課
長　

住
民
税
非
課
税

世
帯
等
臨
時
特
例
給
付
金
の

場
合
、
コ
ロ
ナ
な
ど
で
令
和

３
年
度
、
４
年
度
に
10
万
円
、

電
力
等
価
格
高
騰
緊
急
支
援

給
付
金
５
万
円
を
支
給
さ
れ

て
き
た
が
、
対
象
者
と
思
わ

れ
る
方
に
は
案
内
し
て
い
た
。

一
方
、
住
民
税
非
課
税
相
当

の
方
に
は
広
報
で
お
知
ら
せ

し
て
、
自
分
か
ら
手
を
挙
げ

て
い
た
だ
く
事
と
な
る
。

安
達
種
雄

財
政
再
建
・
地
方
債
発
行
を
抑
制

問　

地
方
自
治
体
の
借
金
負

担
を
測
る
指
標
「
実
質
公
債

費
比
率
」
が
17
・
２
％
。
総

務
省
発
表
の
令
和
３
年
度
全

国
町
村
平
均
は
７
・
６
％
。

本
町
の
非
常
に
厳
し
い
財
政

状
況
が
よ
く
わ
か
る
。
地
方

債
「
借
金
」
発
行
を
10
億
円

規
模
に
抑
え
る
行
政
の
継
続

性
が
重
要
。
６
月
補
正
額
を

入
れ
る
と
７
億
７
千
６
百
円

の
地
方
債
発
行
額
に
な
る
が

ど
う
財
政
健
全
化
に
取
り
組

む
の
か
。

企
財
課
長　

町
財
政
計
画
に

あ
る
よ
う
に
、
起
債
発
行
額

を
単
年
度
で
10
億
円
規
模
に

し
た
い
。
地
方
債
発
行
額
を

抑
制
す
る
方
法
と
し
て
、
基

金
の
活
用
が
あ
る
。

町
長　

行
財
政
改
革
、
公
共

施
設
統
廃
合
等
、
効
率
的
・

効
果
的
な
行
政
運
営
を
進
め

る
。
公
共
料
金
改
定
に
も
取

り
組
む
。

杉
上
忠
義

機
業
会
館（
岩
滝
）解
体
工
事

問　

老
朽
化
が
著
し
く
、
近

隣
に
危
険
を
及
ぼ
す
状
況
に

な
っ
て
い
る
た
め
解
体
撤
去

工
事
費
１
千
５
０
０
万
円
が

予
算
化
さ
れ
て
い
る
。
財
源

は
。

企
財
課
長　

除
却
に
も
使
用

で
き
る
公
共
施
設
等
総
合
管

理
基
金
を
活
用
す
る
。

原
材
料
価
格
高
騰
対
策
を

問　

電
気
料
金
、
燃
料
費
等

の
高
騰
に
よ
る
事
業
経
費
の

増
加
を
価
格
に
転
換
す
る
こ

と
が
困
難
な
町
内
事
業
者
の

支
援
が
必
要
。

農
環
課
長　

国
の
物
価
高

騰
支
援
地
方
交
付
金
を
活

用
。
商
工
業
者
支
援
事
業
費

７
千
８
２
５
万
円
を
補
正
額

に
計
上
。
申
請
受
付
を
７
月

10
日
か
ら
と
し
、
順
次
交
付

で
き
る
よ
う
実
施
計
画
を
立

て
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
公
費
負
担

問　

高
齢
者
等
を
含
め
て
、

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
率
は
ま
だ

高
い
の
が
現
状
だ
。
い
つ
ま

で
公
費
に
よ
る
無
料
接
種
が

で
き
る
と
理
解
す
れ
ば
良
い

か
。

保
健
課
長　

今
後
、
国
で
は

定
期
接
種
化
の
検
討
も
さ
れ

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

自
己
負
担
が
い
く
ら
に
な
る

か
等
は
今
後
の
国
の
動
向
を

注
視
し
決
ま
り
次
第
説
明
す

る
。

ガ
ラ
ス
の
ひ
び
割
れ
原
因
は

問　

わ
ー
く
ぱ
る
正
面
玄
関

か
ら
見
て
右
側
（
東
面
）
の

大
型
ガ
ラ
ス
、
５
枚
中
１
枚

の
修
繕
費
、
１
０
０
万
円
と

和
田
裕
之

い
う
多
額
の
緊
急
修
繕
が
既

に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
原
因

を
特
定
し
た
う
え
で
の
修
繕

か
。

産
観
課
長　

恐
ら
く
経
年
劣

化
か
荷
重
が
掛
っ
た
か
と
し

か
、現
時
点
で
は
言
え
な
い
。

問　

や
は
り
、
修
理
と
い
う

も
の
は
原
因
を
特
定
し
て
か

ら
実
施
す
べ
き
だ
。
他
の
ガ

ラ
ス
に
も
危
険
リ
ス
ク
が
あ

る
。
更
に
高
額
な
修
理
が
必

要
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
ガ

ラ
ス
の
専
門
家
（
サ
ッ
シ

屋
）
等
の
多
く
の
方
の
意
見

を
聞
き
原
因
特
定
す
べ
き
で

あ
る
。

産
観
課
長　

提
言
い
た
だ
い

た
よ
う
に
考
え
る
。

問　

予
約
型
乗
合
交
通
に
つ

い
て
、
与
謝
野
駅
か
ら
の
乗

り
継
ぎ
は
ど
う
な
る
か
。

企
財
課
長　

地
域
と
の
調
整

に
な
る
が
、
今
後
与
謝
野
駅

は
乗
り
換
え
の
候
補
地
に
な

る
。

問　

ど
の
方
面
へ
も
ス
ム
ー

ズ
に
行
け
る
の
か
。

企
財
課
長　

出
発
地
と
目
的

地
を
定
め
て
運
行
す
る
。
よ

り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
。

問　

今
回
岩
滝
地
域
は
運
行

し
な
い
。
な
ぜ
運
行
し
な
い

の
か
。

企
財
課
長　

運
行
に
つ
い
て

は
、
幹
線
で
バ
ス
が
運
行
し

て
い
る
。
道
路
運
送
法
に
よ

る
許
可
を
受
け
た
バ
ス
、
タ

ク
シ
ー
等
既
存
の
交
通
事
業

者
の
活
用
を
検
討
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。
比
較
的
エ

リ
ア
が
近
い
野
田
川
と
加
悦

地
域
で
進
め
て
い
き
た
い
。

問　

岩
滝
地
域
に
は
路
線
バ

ス
が
あ
る
が
、
乗
り
継
ぎ
は

非
常
に
悪
い
。
乗
り
継
ぎ
を

す
る
の
で
、
料
金
は
倍
か
か

問　

府
の
「
集
落
連
携
１
０

０
ha
農
場
事
業
」
に
基
づ
き
、

追
加
補
正
が
さ
れ
て
い
る
。

な
ぜ
追
加
補
正
か
。

農
環
課
長　

大
型
機
械
に
計

画
を
拡
大
す
る
た
め
。

問　

国
は
大
規
模
化
で
コ
ス

ト
ダ
ウ
ン
を
求
め
、
米
価
を

引
き
下
げ
て
き
た
。
こ
れ
で

は
農
業
は
よ
く
な
ら
な
い
。

世
界
で
は
家
族
農
業
、
小
規

模
化
、
誰
も
が
持
続
で
き
る

髙
岡
伸
明

野
村
生
八

再
発
防
止
を

問　

わ
ー
く
ぱ
る
の
大
型
ガ

ラ
ス
の
ひ
び
割
れ
緊
急
修
繕

で
総
額
１
１
１
万
５
４
０
０

円
だ
が
、
原
因
は
。

産
観
課
長　

わ
か
ら
な
い
。

問　

ガ
ラ
ス
１
枚
１
０
０
万

円
以
上
す
る
。
再
発
防
止
と

原
因
究
明
を
。

産
観
課
長　

改
修
計
画
の
中

で
同
時
に
調
査
を
す
る
。

計
画
が
変
わ
り
す
ぎ

問　

ク
ア
ハ
ウ
ス
岩
滝
の
歳

入
、
各
種
教
室
会
費
５
３
３

万
円
減
額
。
理
由
に
「
当
初

予
算
で
は
見
込
ん
で
い
た

が
、
指
定
管
理
者
の
事
業
は

行
わ
な
い
計
画
で
、
再
精
査

し
補
正
す
る
」
と
あ
る
。
そ

も
そ
も
や
ら
な
い
計
画
な
の

に
当
初
予
算
で
計
上
さ
れ
て

い
た
の
か
。

産
観
課
長　

当
初
予
算
編
成

後
に
発
覚
し
た
。

問　

当
初
予
算
の
チ
ェ
ッ
ク

体
制
が
無
い
の
で
は
。

町
長　

非
常
に
限
ら
れ
た
時

間
で
の
予
算
編
成
と
な
り
、

今
井
浩
介

岩
滝
は
入
っ
て
い
な
い
の
か

大
規
模
化
と
家
族
農
業
の
両
立

修繕された箇所

不
安
を
与
え
て
し
ま
っ
た
こ

と
は
お
詫
び
す
る
。
し
っ
か

り
と
精
査
を
し
て
い
く
こ
と

を
心
掛
け
て
い
き
た
い
。

問　

歳
出
、
管
理
運
営
業
務

委
託
料
２
千
１
８
１
万
円
減

額
の
組
み
換
え
だ
が
、
理
由

が
「
当
初
予
算
で
は
職
員
人

件
費
を
含
む
す
べ
て
の
業
務

を
行
っ
て
頂
く
予
算
だ
っ
た

が
、
再
精
査
し
委
託
し
な

か
っ
た
」
と
あ
る
が
、
な
ぜ

や
ら
な
い
と
い
う
計
画
が
す

ぐ
に
出
て
く
る
の
か
。

産
観
課
長　

か
な
り
粘
っ
た

が
業
者
が
見
つ
か
ら
な
か
っ

た
の
で
、
職
員
を
配
置
し
完

全
な
直
営
に
切
り
替
え
た
。

問　

計
画
の
プ
ロ
セ
ス
が
わ

か
ら
な
い
の
が
補
正
の
結
果

に
出
て
い
る
。

町
長　

で
き
る
限
り
予
算
編

成
の
状
況
を
お
知
ら
せ
す

る
。

問　

申
請
さ
れ
た
数
値
は
。

福
祉
課
長　

令
和
３
年
93
％
、

令
和
４
年
80
％
。
５
万
円
給

付
の
電
力
、
ガ
ス
は
91
％
の

申
請
と
な
っ
て
い
る
。
個
別

案
内
し
て
も
な
か
な
か
申
請

ま
で
い
か
な
い
ケ
ー
ス
も
あ

ろ
う
か
と
思
い
、
1
0
0
％

届
か
な
い
が
、
広
報
で
案
内

し
て
い
る
。

周
辺
地
域
の

　
　
バ
ス
路
線
の
充
実

問　

以
前
か
ら
周
辺
地
域
の

バ
ス
運
行
の
充
実
を
幾
度
も

尋
ね
て
い
る
。
運
転
手
の
不

足
が
理
由
と
の
こ
と
だ
が
。

企
財
課
長　

交
通
体
制
の
幹

線
系
統
は
丹
海
交
通
だ
が
、

一
社
で
は
困
難
で
、
野
田
川
、

加
悦
、
桑
飼
な
ど
、
幹
線
系

統
か
ら
離
れ
て
い
る
支
線
地

域
に
お
い
て
は
、
日
本
交
通
、

地
域
運
営
協
議
会
で
対
応
し
、

持
続
可
能
な
運
行
体
制
を
進

め
て
い
く
。

る
。
ど
の
様
に
考
え
て
い
る

の
か
。

企
財
課
長　

引
き
続
き
検
討

し
て
い
く
。

問　

先
日
の
全
員
協
議
会
の

質
疑
で
は
、
岩
滝
の
方
か
ら

は
要
請
は
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
。
そ
ん
な
こ
と

は
な
く
多
く
の
方
々
か
ら
要

請
は
あ
る
。
ど
ん
な
方
法
で

聞
か
れ
た
の
か
。

企
財
課
長　

バ
ス
利
用
者
の

聞
き
取
り
調
査
。
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
集
約
。
地
域
区
長

会
な
ど
で
要
望
の
把
握
に
努

め
て
い
る
。

S
D
G
s
の
農
業
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
日
本
と
正
反
対
。

農
環
課
長　

条
件
が
い
い
農

地
は
大
規
模
化
で
進
め
る
が
、

大
部
分
の
中
山
間
地
で
は
地

域
を
守
り
農
業
を
守
っ
て
い

く
。
条
件
の
良
い
地
域
と
そ

う
で
な
い
地
域
は
、
違
う
と

い
う
こ
と
を
大
事
に
し
て
進

め
る
。

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
第
２
号

内
容
説
明

　

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
第
２
号
は
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
２
億
９
千
１
０
７
万

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

１
２
１
億
３
千
５
２
０
万
円
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

主
な
歳
入
の
内
容
は
、
財
政
調
整
基
金
繰
入

３
千
８
０
０
万
円
等
で
あ
る
。
歳
出
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
事
業
３
千
２
１
万
円
、

物
価
高
騰
対
策
生
活
者
支
援
事
業
８
千
７
０
３
万
円
等

で
あ
る
。

　

本
会
議
で
は
９
人
の
議
員
が
質
疑
を
行
い
、
予
算
案

を
全
員
賛
成
で
可
決
し
た
。



7 ※ 原稿はすべて本人が提出しています。 6※ 原稿はすべて本人が提出しています。

崩
れ
ゆ
く
介
護
保
険
制
度

情
報
の
共
有
と
提
供
を

野
村
生
八

家
城　

功

問　

非
正
規
職
員
１
人
増
の

理
由
は
何
か
。

福
祉
課
長　

業
務
増
と
産
休

対
応
な
ど
に
よ
る
。

問　

国
が
、
要
支
援
１
、２

の
人
を
介
護
保
険
か
ら
外

し
、
市
町
村
の
地
域
包
括
・

総
合
事
業
に
ま
わ
し
た
こ
と

で
仕
事
が
激
務
に
な
っ
た
。

来
年
度
に
は
、
要
介
護
１
、

２
の
人
も
介
護
保
険
か
ら
外

そ
う
と
し
て
お
り
、
さ
ら
に

仕
事
量
は
増
え
る
。
今
か
ら

問　

会
計
年
度
任
用
職
員
の

業
務
の
詳
細
は
。

福
祉
課
長　

相
談
担
当
職
員

の
相
談
数
増
加
に
よ
り
ケ
ア

プ
ラ
ン
作
成
業
務
を
担
当
。

問　

先
日
、
町
内
特
養
施
設

に
お
い
て
職
員
が
入
居
者
の

ワ
イ
ン
に
消
毒
液
を
混
入
す

る
と
い
う
事
件
が
報
道
さ
れ

た
。
こ
の
施
設
を
運
営
す
る

建
物
解
体
は
財
政
悪
化
促
進

問　

公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
に
基
く
施
設
統
廃
合

が
、
進
ん
で
い
な
い
こ
と
が

財
政
健
全
化
の
遅
れ
と
の
意

見
が
あ
る
。
桑
飼
小
廃
止
は

計
画
で
は
９
億
８
千
万
円
の

効
果
と
あ
る
が
、
実
際
は

１
億
８
千
万
円
の
負
担
増
。

建
替
費
用
を
含
め
て
効
果
額

を
算
出
し
て
い
る
の
が
原
因
。

解
体
は
負
担
大
で
避
け
る
べ

き
。

企
財
課
長　

放
置
す
る
こ
と

に
な
り
解
体
は
必
要
。

新
園
舎
整
備
が
い
い
保
育
か

問　

実
質
公
債
費
比
率
は
、

夕
張
に
次
ぐ
全
国
ワ
ー
ス
ト

３
位
。
野
田
川
こ
ど
も
園
は
、

財
政
健
全
化
後
に
す
る
べ
き
。

町
長　

起
債
繰
上
償
還
、
基

金
活
用
等
健
全
化
に
努
め
て

い
る
。
建
設
費
を
抑
制
す
る

等
財
政
負
担
の
少
な
い
方
法

を
検
討
し
て
い
る
。

問　

新
こ
ど
も
園
を
整
備
す

れ
ば
、
い
い
保
育
が
で
き
る

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
ど

永
島
洋
視

も
一
人
一
人
に
深
く
関
わ
っ

て
や
れ
る
保
育
士
の
充
実
こ

そ
大
切
で
は
。

子
育
て
課
長　

多
様
な
経
験

を
通
じ
て
、
一
人
一
人
の
良

さ
を
引
き
出
し
伸
ば
す
遊
び

を
重
視
し
、
人
間
形
成
の
基

礎
を
築
く
こ
と
が
基
本
。

誰
で
も
参
加
で
き
る
金
額
に

問　

高
校
生
の
ア
ベ
リ
ス
ツ

イ
ス
と
の
交
流
事
業
参
加
負

担
金
一
人
当
り
12
万
円
が
予

算
化
。
財
源
は
人
づ
く
り
基

金
で
町
長
・
職
員
は
全
額
公

費
。
こ
の
金
額
は
、
経
済
的

に
余
裕
の
あ
る
家
庭
し
か
負

担
で
き
な
い
。
負
担
を
減
ら

し
て
す
べ
て
の
生
徒
が
、
行

け
る
条
件
に
す
る
べ
き
。
そ

れ
こ
そ
基
金
の
目
的
で
は
。

町
長　

そ
の
と
お
り
だ
と
思

う
。
今
後
で
き
る
限
り
の
対

応
を
し
た
い
。

人
の
雇
用
に
は
責
任
が
あ
る

問　

機
構
改
革
を
し
て
２
カ

月
余
り
で
、
今
回
臨
時
雇
用

が
32
名
。
内
訳
は
。

総
務
課
長　

22
名
が
ク
ア
ハ

ウ
ス
岩
滝
、
３
名
が
産
休
育

休
の
補
助
、
７
名
が
そ
の
他

の
分
野
の
臨
時
雇
用
で
あ
る
。

問　

人
を
雇
用
す
る
こ
と
を

安
易
に
考
え
て
は
い
な
い
か
。

町
長　

昨
年
度
の
新
規
職
員

採
用
時
に
定
数
に
足
ら
な
い

状
況
も
あ
っ
た
。

問　

７
名
は
ほ
と
ん
ど
一
日

数
時
間
の
臨
時
採
用
で
あ
る

が
そ
れ
ぐ
ら
い
は
各
課
の
現

状
で
対
応
は
で
き
な
い
の
か
。

町
長　

精
査
を
し
た
上
で
の

結
果
で
あ
る
。

問　

人
を
雇
う
と
い
う
こ
と

は
大
き
な
こ
と
で
あ
り
責
任

家
城　

功

も
っ
と
職
員
を
確
保
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

副
町
長　

今
後
は
さ
ら
に
改

善
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。

問　

も
は
や
介
護
保
険
制
度

だ
け
で
は
、
高
齢
者
の
介
護

を
支
え
ら
れ
な
く
な
る
。

福
祉
課
長　

今
後
、
市
町
村

独
自
の
取
組
が
必
要
だ
が
、

財
源
確
保
な
ど
課
題
が
多

い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
含
め

て
進
め
る
。

団
体
は
町
か
ら
の
補
助
や
支

援
も
行
っ
て
い
る
。
今
回
の

補
正
は
相
談
業
務
強
化
で
あ

る
が
、
団
体
と
の
連
携
体
制

を
強
化
し
町
民
の
安
心
安
全

の
確
保
と
情
報
提
供
も
重
ね

て
お
願
い
し
た
い
。

町
長　

そ
の
よ
う
に
努
め

る
。

も
伴
う
。
現
状
の
働
き
方
の

改
善
や
職
員
の
意
識
改
革
も

し
っ
か
り
と
し
た
上
で
必
要

性
を
見
極
め
る
べ
き
。

町
長　

し
っ
か
り
と
必
要
性

を
見
極
め
て
、
今
後
の
対
応

に
努
め
て
い
く
。

副
町
長　

働
き
方
の
見
直
し

は
職
員
と
の
協
議
も
繰
り
返

し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

内
容
説
明

　

事
業
勘
定
は
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ

１
４
５
万
円
を
増
額
し
、
総
額
を
28
億
8
千
８
４
５
万

円
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
主
な
歳
出
の
内
容
は
、
介
護

認
定
調
査
委
託
料
66
万
円
、
会
計
年
度
任
用
職
員
を
雇

用
す
る
た
め
の
経
費
1
0
4
万
円
等
で
あ
る
。

　

サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
は
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

そ
れ
ぞ
れ
16
万
円
を
増
額
し
、
総
額
を
1
千
２
５
６
万

円
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
主
な
歳
出
の
内
容
は
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
会
計
年
度
任
用
職
員
を
雇
用
す

る
た
め
の
経
費
2
8
1
万
円
等
で
あ
る
。

　

本
会
議
で
は
２
名
の
議
員
が
質
疑
を
行
い
、
全
員
賛

成
で
可
決
し
た
。

令
和
５
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
第
1
号

令
和
５
年
５
月
19
日

　

開
会
中
の
継
続
審
査
・

調
査
の
申
出
書
の
事
件

（
案
件
）
に
挙
げ
て
い
る

と
お
り
、
ク
ア
ハ
ウ
ス
岩

滝
の
施
設
改
修
状
況
等
に

つ
い
て
、
産
業
観
光
課
立

会
い
の
下
で
、
現
場
確
認
・

調
査
を
行
っ
た
。

　

工
事
は
予
定
ど
お
り
の

進
捗
で
あ
っ
た
が
、
営
業

再
開
に
つ
い
て
は
８
月
１

日
に
な
る
と
い
う
こ
と
で

担
当
課
長
か
ら
説
明
を
受

け
た
。
13
年
ぶ
り
の
町
直

営
と
い
う
運
営
方
法
の
た

め
、
様
々
な
困
難
は
理
解

で
き
る
が
安
全
を
第
一

に
、
８
月
の
再
開
を
強
い

決
意
と
努
力
で
、
必
ず
実

現
し
て
い
た
だ
く
よ
う
委

員
会
と
し
て
も
強
く
要
望

し
た
。
運
営
方
法
や
中
長

令
和
5
年
3
月
27
日

与
謝
野
町
宮
津
市
中
学
校

組
合
議
会
定
例
会

議
案
第
３
号　

個
人
情
報

保
護
法
施
行
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
、
賛
成
多
数
で

可
決
し
た
。
反
対
討
論
あ

り
、
反
対
者
は
３
名
。

発
議
第
１
号　

個
人
情
報

の
保
護
に
関
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
、
全
員
賛

成
で
可
決
し
た
。

議
案
第
４
号　

情
報
公
開
、

期
の
方
向
性
な
ど
細
部
に
わ

た
り
委
員
か
ら
は
多
く
の
意

見
が
あ
り
議
論
を
深
め
た
。

ま
た
、
利
用
再
開
後
の
利
用

料
金
や
運
営
時
間
等
に
つ
い

て
は
、
７
月
に
入
っ
て
か
ら

の
報
道
発
表
等
で
、
十
分
な

周
知
徹
底
を
要
望
し
た
。

個
人
情
報
、
行
政
不
服
審

査
会
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
、
全
員
賛
成
で
可

決
し
た
。

議
案
第
５
号　

会
計
年
度

任
用
職
員
の
報
酬
等
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、

全
員
賛
成
で
可
決
し
た
。

議
案
第
６
号　

行
政
財
産

使
用
料
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
、
全
員
賛
成
で
可
決

し
た
。

議
案
第
７
号　

長
期
継
続

契
約
の
対
象
を
定
め
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
、
全

員
賛
成
で
可
決
し
た
。

議
案
第
８
号　

令
和
４
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）
に
つ
い
て
、
全

員
賛
成
で
可
決
し
た
。

議
案
第
９
号　

令
和
５
年

度
一
般
会
計
予
算
に
つ
い

て
、
全
員
賛
成
で
可
決
し

た
。

産
業
建
設
環
境

　
常
任
委
員
会

報
告
者
　
和
田
裕
之

委
員
会
・
一
部
事
務
組
合
報
告

与
謝
野
町
宮
津
市

中
学
校
組
合

報
告
者
　
髙
岡
伸
明

議
長
報
告

報
告
者
　
宮
﨑
有
平

令
和
５
年
４
月
12
日

全
員
協
議
会

議
会
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の
研

修
を
行
っ
た
。

令
和
５
年
５
月
23
日

全
国
町
村
議
会
議
長
会
研
修

会江
藤
俊
昭
講
師
の
「
町
村
議

会
の
課
題
と
今
後
の
展
望
に

つ
い
て
」、
若
宮
正
子
講
師

の
「
町
村
こ
そ
デ
ジ
タ
ル

を
。
住
民
の
た
め
の
デ
ジ
タ

ル
活
用
法
」、
三
島
あ
ず
さ

講
師
の
「
地
方
議
会
と
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
」
の
三
人
か
ら
講

義
を
受
け
、
今
後
の
取
り
組

む
べ
き
課
題
と
感
じ
た
。

令
和
５
年
５
月
24
日

京
都
府
町
村
議
会
議
長
会
特

別
研
修
会

「
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
」
飯
田
厚
氏
の
解

説
で
自
治
法
の
改
正
点
を
学

ん
だ
。
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問　
「
ど
の
候
補
者
に
投
票
す
れ
ば
良
い
の

か
分
か
ら
な
い
」「
ど
の
候
補
者
が
当
選
し

て
も
、
街
が
良
い
方
向
に
変
わ
ら
な
い
」

「
綺
麗
事
を
並
べ
る
選
挙
公
約
は
投
票
日
ま

で
」
等
の
理
由
で
、
投
票
率
が
低
い
現
実

が
あ
る
。
本
来
で
あ
れ
ば
投
票
は
、
投
票

日
ま
で
に
自
分
な
り
に
情
報
収
集
し
て
、

自
分
自
身
の
判
断
で
投
票
す
べ
き
も
の
だ

が
、
低
い
投
票
率
に
鑑
み
て
期
日
前
投
票

の
際
の
理
由
項
目
が
書
か
れ
た
宣
誓
書
は

廃
止
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

町
長　

公
職
選
挙
法
の
在
り
方
は
今
後
、

国
で
も
議
論
・
改
善
し
て
い
く
こ
と
が
予

測
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
我
々

と
し
て
は
公
職
選
挙
法
に
基
づ
き
、
各
選

挙
事
務
に
つ
い
て
は
、
適
正
に
行
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
る
。　

企
画
財
政
課
長
が
派
遣
と
は

問　

私
は
昨
年
６
月
の
初
め
て
の
定
例
会

一
般
質
問
に
お
い
て
「
税
金
だ
か
ら
と
思
っ

て
使
い
放
題
、
借
金
し
放
題
を
阻
止
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
止
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
等
と
述
べ
た
が
本
年
４
月
の
人
事

異
動
で
、
企
画
財
政
課
長
が
、
役
場
職
員

で
は
な
く
京
都
府
か
ら
の
派
遣
を
決
断
し

た
理
由
は
。

町
長　

京
都
府
、
及
び
本
町
に
お
け
る
人

事
の
任
命
権
に
関
す
る
事
案
で
あ
る
の
で
、

こ
の
場
で
の
答
弁
は
差
し
控
え
る
が
、
京

都
府
と
の
人
事
交
流
に
つ
い
て
は
、
本
町

職
員
と
京
都
府
職
員
の
相
互
交
流
を
行
っ

て
い
る
。

問　

役
場
の
業
務
を
円
滑
化
し
、
問
題
の

共
有
化
を
果
た
す
た
め
に
は
一
定
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
•
シ
ス
テ
ム
化
が
必
要
と
考
え

る
が
。

町
長　

一
提
案
と
し
て
受
け
止
め
る
。

問　

電
話
で
の
対
応
は
録
音
で
き
る
よ
う

に
し
、
後
で
聞
き
返
せ
る
よ
う
に
す
る
必

要
を
感
じ
る
が
。

町
長　

現
行
の
電
話
設
備
に
録
音
機
能
を

追
加
す
の
は
コ
ス
ト
の
問
題
で
難
し
い

が
、
来
年
度
以
降
に
電
話
設
備
更
新
を
行

う
際
に
は
調
査
•
研
究
を
進
め
る
。

問　

窓
口
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、

誰
が
応
対
し
て
も
一
定
の
サ
ー
ビ
ス
が
供

給
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　

業
務
の
一
部
や
各
証
明
書
発
行
等

に
つ
い
て
も
各
業
務
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ
り
対
応
し
て
い
る
。

問　

そ
れ
以
前
の
最
初
の
接
客
対
応
に
つ

い
て
、
対
応
の
良
い
職
員
と
悪
い
職
員
の

差
が
あ
る
と
多
く
の
町
民
か
ら
話
を
聞
い

て
い
る
が
。

町
長　

住
民
の
方
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

し
っ
か
り
傾
聴
し
振
り
返
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
考
え
る
。

問　

業
務
日
報
を
作
成
し
、
各
課
間
及
び

上
層
部
で
問
題
の
共
有
を
で
き
る
よ
う
に

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　

今
年
度
４
月
か
ら
全
庁
的
な
連
携

強
化
を
は
じ
め
、
町
長
連
絡
調
整
会
議
等

の
取
組
を
行
っ
て
い
る
。

期日前投票に理由は必要か
コロナ対応発熱外来

山﨑良磨　議員

Ａ 
一
つ
の
提
案
と
し
て
受
け
止
め
る

Ａ 

今
後
、国
で
も
議
論
・
改
善
し
て
い
く
事
が
予
測
さ
れ
る

Ｑ 
業
務
に
シ
ス
テ
ム
化
を

Ｑ 

期
日
前
投
票
の
際
の
宣
誓
書
は
不
要
で
は

三田義幸　議員

問　

国
保
料
（
税
）
の
都
道
府
県
化
が
行

わ
れ
て
い
る
。
国
保
料
（
税
）
は
上
が
る

傾
向
に
あ
る
の
か
。

町
長　

都
道
府
県
化
の
影
響
で
は
な
く
受

給
者
の
医
療
費
の
増
と
考
え
て
い
る
。
国

保
の
広
域
化
が
国
保
税
の
上
昇
に
つ
な

が
っ
た
の
で
は
な
い
。

問　

国
保
加
入
者
は
、
年
金
生
活
者
、
非

正
規
労
働
者
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
傾
向
は
変
わ
ら
な
い
か
。

町
長　

当
町
の
国
保
加
入
者
の
う
ち
65
歳

以
上
が
約
53
％
を
占
め
て
い
る
。
年
金
加

入
者
が
多
傾
向
に
あ
る
の
は
変
わ
り
な
い
。

問　

国
保
料
に
は
所
得
に
応
じ
た
所
得
割

が
あ
る
が
、
町
長
の
認
識
を
聞
く
。

町
長　

所
得
に
応
じ
て
税
を
負
担
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
。
国
保
税
に
限
ら
ず
、
所

得
税
、
住
民
税
と
同
じ
考
え
で
あ
る
。
課

税
の
基
本
的
な
考
え
方
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

問　

世
帯
の
人
数
に
応
じ
た
均
等
割
が
あ

る
が
、
子
供
が
増
え
る
ご
と
に
約
5
万
円

の
国
保
料
が
増
え
る
制
度
に
つ
い
て
町
長

の
認
識
を
聞
く
。

町
長　

当
町
は
3
万
4
千
7
0
0
円
の
増

と
な
る
。
ま
た
、
未
就
学
児
は
均
等
割
5

割
減
と
な
り
、
1
万
7
千
3
5
0
円
の
増

と
な
る
。
国
も
問
題
意
識
を
持
ち
、
未
就

学
児
の
均
等
割
半
額
に
な
っ
た
も
の
と
考

え
る
。
医
療
保
険
や
社
会
福
祉
制
度
の
基

本
は
、
国
が
考
え
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い

る
。
国
保
の
均
等
割
の
み
な
ら
ず
、
未
来

を
担
う
子
供
た
ち
へ
の
施
策
の
充
実
を
町

と
し
て
伝
え
て
い
き
た
い
。

問　

令
和
５
年
５
月
８
日
よ
り
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
２
類
相
当
か
ら
季
節

性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
等
の
５
類
に
移
行

さ
れ
、
コ
ロ
ナ
と
の
向
き
合
い
方
が
全
て
自

己
判
断
と
な
る
。
Ｆ
Ｍ
告
知
・
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
と
は
別
に
、
高
齢
者
に
分
か
り
易
い
紙
媒

体
で
の
コ
ロ
ナ
対
応
を
お
知
ら
せ
す
べ
き

だ
。

町
長　

５
類
感
染
症
へ
の
移
行
・
感
染
対
策

が
個
人
判
断
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
を
広
報
し

た
が
、
検
査
・
診
療
・
感
染
な
ど
の
基
本
対

応
の
お
知
ら
せ
を
検
討
す
る
。

問　

コ
ロ
ナ
に
対
す
る
与
謝
野
町
の
医
療
体

制
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

町
長　

外
来
対
応
医
療
機
関
に
名
称
変
更
さ

れ
、
与
謝
野
町
内
で
は
、
５
月
末
時
点
で
北

部
医
療
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
10
医
療
機
関
が

対
応
し
て
頂
け
る
。

問　

感
染
者
や
そ
の
人
数
は
分
か
り
難
く

な
る
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
第
９
波
に
備
え

て
の
予
防
対
策
は
。

町
長　

町
民
に
対
し
適
切
な
マ
ス
ク
の
脱

着
・
手
洗
い
等
の
手
指
衛
生
・
３
密
回
避
・

換
気
な
ど
の
基
本
対
策
を
お
願
い
す
る
。

問　

小
中
学
校
で
の
コ
ロ
ナ
対
応
は
ど
の

よ
う
に
。

教
育
長　

５
類
感
染
症
へ
の
移
行
後
、
文

科
省
か
ら
の
学
校
に
お
け
る
「
衛
生
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
基
づ
い
て
対
策
を
講
じ

て
い
く
。

Ａ 

未
就
学
児
は
均
等
割
が
５
割
軽
減
に
な
っ
て
い
る

Ｑ 

国
保
に
は
人
数
に
応
じ
た
均
等
割
が
あ
る
が

Ａ 

感
染
予
防
と
し
て
接
種
等
の
体
制
を
行
う

Ｑ 

感
染
症
５
類
移
行
で
の
コ
ロ
ナ
対
応
は

髙岡伸明　議員

高すぎる国保税
丁寧な窓口対応を

田史郎　議員
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問　

公
共
施
設
統
廃
合
は
８
年
前
白
書
が

作
成
さ
れ
、
基
本
計
画
、
実
施
計
画
と
で

き
た
な
か
で
、
計
画
通
り
進
ま
な
い
原
因
は
。

町
長　

中
央
公
民
館
、
野
田
川
体
育
館
、

山
田
保
育
所
、
石
川
保
育
所
は
検
討
委
員

会
報
告
書
を
踏
ま
え
白
紙
。
岩
滝
児
童
館
、

野
田
川
庁
舎
は
解
体
・
撤
去
が
財
政
状
況

を
踏
ま
え
て
着
手
で
き
な
い
。

問　

議
論
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。
計
画
が

見
え
な
い
。

町
長　

当
該
計
画
に
つ
い
て
は
、
本
年
度

し
っ
か
り
見
直
し
を
し
、
各
施
設
の
方
向

性
を
明
確
に
し
て
い
き
た
い
。

問　

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
委
員
会
の
役
割

は
。

町
長　

20
年
後
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
・
公
共

施
設
の
あ
る
べ
き
姿
と
方
向
性
を
示
し
て

頂
き
た
い
。

問　

庁
舎
に
実
行
す
る
体
制
が
整
え
ら
れ

て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
。

町
長　

ま
ち
づ
く
り
本
部
会
に
子
育
て
施

設
検
討
部
会
、
役
場
庁
舎
検
討
部
会
を
作

り
、
検
討
を
始
め
て
い
る
。

問　

30
年
間
で
１
５
７
億
5
千
万
円
不
足

す
る
な
か
で
、
他
の
施
設
は
議
論
し
な
い

の
か
。

町
長　

今
後
、
社
会
教
育
施
設
、
産
業
観

光
施
設
、
農
業
施
設
、
公
共
交
通
及
び
保

健
福
祉
施
設
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
委
員

会
で
議
論
し
て
頂
き
、
適
材
適
所
で
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
や
部
会
を
作
り
、
対
象

施
設
の
統
廃
合
や
管
理
に
つ
い
て
議
論
を

進
め
た
い
。

問　

ク
ア
ハ
ウ
ス
岩
滝
条
例
第
１
条
に
町

民
の
健
康
増
進
と
回
復
と
あ
る
が
具
体
的

に
目
指
す
も
の
を
問
う
。

町
長　

運
動
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
を
取
り
入
れ

て
楽
し
み
な
が
ら
健
康
増
進
を
可
能
に
し

た
施
設
で
あ
る
。

問　

ク
ア
ハ
ウ
ス
岩
滝
条
例
の
な
か
の
業

務
と
は
何
を
目
指
す
か
。

町
長　

ク
ア
ハ
ウ
ス
岩
滝
は
日
本
古
来
の

温
泉
浴
法
に
ド
イ
ツ
の
近
代
的
温
泉
浴
法

を
取
り
入
れ
、
温
泉
と
運
動
を
楽
し
み
な

が
ら
健
康
づ
く
り
に
活
用
す
る
た
め
の
多

目
的
温
泉
保
養
施
設
で
あ
る
。

問　

身
体
の
不
自
由
な
人
た
ち
へ
の
対
応

は
。

町
長　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
。　
　

問　

8
月
1
日
か
ら
の
オ
ー
プ
ン
は
問
題

な
い
の
か
。

町
長　

町
内
外
の
方
々
に
、
安
心
安
全
に

ご
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
万
全
の
態
勢

で
の
ぞ
む
。

身体の不自由な人たちへの対応

問　

実
質
公
債
費
比
率
が
、
令
和
３
年
度

決
算
で
、
全
国
１
７
４
１
市
町
村
で
ワ
ー

ス
ト
３
に
な
っ
て
い
る
。
１
番
は
夕
張

市
、
２
番
が
高
知
県
の
土
佐
清
水
市
で
17
・

４
％
、
続
い
て
与
謝
野
町
で
17
・
２
％
と

差
は
わ
ず
か
０
・
２
％
。
全
国
最
悪
の
財
政

状
況
と
か
わ
り
な
い
。
知
っ
て
い
た
の
か
。

町
長　

知
っ
て
い
た
。

問　

知
っ
た
う
え
で
、
３
月
議
会
で
こ
れ

は
単
な
る
数
字
だ
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

こ
れ
で
は
、
財
政
計
画
は
単
な
る
見
通
し

に
な
っ
て
し
ま
う
。

町
長　

私
は
単
な
る
数
字
、
見
通
し
と
は

考
え
て
い
な
い
。

問　
３
月
議
会
の
答
弁
を
撤
回
す
る
の
か
。

町
長　

私
は
３
月
議
会
で
、
そ
の
よ
う
に

答
え
て
い
な
い
。

問　

企
画
財
政
課
長
が
何
度
も
答
弁
し
て

い
る
の
を
、
訂
正
し
な
か
っ
た
こ
と
は
、

町
長
の
考
え
と
い
う
こ
と
だ
。

町
長　

議
事
録
を
精
査
す
る
。

問　

な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
ひ
ど
い
こ
と
に
な
っ

た
の
か
。

町
長　

上
下
水
道
の
償
還
金
が
多
い
か
ら

だ
。

問　

早
く
か
ら
分
か
っ
て
い
た
こ
と
だ
。

そ
れ
で
も
、
大
規
模
事
業
を
集
中
す
る
財

政
運
営
を
し
て
き
た
。
危
機
感
が
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
今
後
は
、
年
10
億
円

以
上
の
起
債
を
し
な
い
こ
と
だ
。

町
長　

公
共
施
設
の
統
廃
合
や
繰
り
上
げ

償
還
な
ど
努
力
し
て
き
た
。
必
要
な
大
規

模
事
業
を
行
う
と
き
は
、
そ
の
内
容
を
踏

ま
え
た
財
政
計
画
の
見
直
し
は
必
要
だ
と

考
え
て
い
る
。

問　

今
年
３
月
議
会
で
、
町
長
は
私
の
質

問
に
「
６
月
以
降
の
早
期
再
開
を
目
指
す
」

と
の
答
弁
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
５
月
19

日
現
場
で
の
担
当
課
の
説
明
で
、「
会
計
年

度
職
員
の
確
保
、
６
月
議
会
で
の
補
正
予

算
の
提
案
が
必
要
で
あ
り
、
６
月
下
旬
に

広
報
で
利
用
料
金
、
営
業
時
間
な
ど
を
知

ら
せ
る
こ
と
、
ま
た
、
各
種
教
室
、
水
着
、

土
産
販
売
、
レ
ス
ト
ラ
ン
営
業
、
年
会
員

制
度
、
回
数
券
は
行
わ
な
い
と
の
説
明
で

あ
っ
た
。

町
長　

ク
ア
ハ
ウ
ス
岩
滝
の
多
く
の
利
用

者
の
皆
さ
ん
の
再
開
へ
の
思
い
は
様
々
の

ご
意
見
を
伺
っ
て
い
る
。
施
設
の
必
要
性
、

重
要
性
は
強
く
感
じ
て
い
る
。

問　

再
開
が
町
直
営
で
行
わ
れ
る
な
か
、

２
カ
月
の
改
修
期
間
に
お
い
て
も
、
就
業

者
の
確
保
の
動
き
が
見
ら
れ
な
い
、
ド
ル

フ
ィ
ン
運
営
当
時
の
就
業
者
数
名
に
聞
い
て

も
「
町
か
ら
連
絡
も
な
い
、
新
た
な
職
場
を

探
し
て
い
る
」
と
聞
く
が
、
や
は
り
３
月
ま

で
従
事
さ
れ
て
い
た
経
験
者
が
一
番
と
思
う

が
。

町
長　

温
泉
設
備
改
修
の
た
め
休
館
し
て
い

る
が
、
６
月
以
降
の
再
開
に
向
け
調
整
、
検

討
を
行
っ
て
き
た
。
13
年
ぶ
り
の
町
直
営
の

管
理
運
営
の
た
め
、
利
用
再
開
の
機
械
設
備

の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
業
務
の
引
き
継
ぎ
等
に

時
間
を
要
し
、
６
月
１
日
再
開
に
至
ら
な

か
っ
た
。
今
後
８
月
１
日
利
用
再
開
に
向
け

万
全
の
努
力
を
し
て
い
く
。

8月 1日から再開

Ａ 
ク
ア
ハ
ウ
ス
岩
滝
で
心
身
の
疲
労
の
回
復
を

Ａ 

本
年
度
中
に
し
っ
か
り
と
見
直
し
を
す
る

Ｑ 
見
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
問
う

Ｑ 

公
共
施
設
統
廃
合
計
画
は
ど
う
な
っ
た

Ａ 

全
国
的
に
見
て
も
厳
し
い
状
況
を
把
握
し
て
い
た

Ｑ 

夕
張
に
続
く
全
国
最
悪
の
財
政
危
機

Ａ 

８
月
１
日
利
用
再
開
を
目
指
し
準
備
し
て
い
る

Ｑ 

ク
ア
ハ
ウ
ス
岩
滝
の
管
理
、運
営
を
伺
う

安達種雄　議員

渡邉貫治　議員

今井浩介　議員

マネジメント推進委員会のようす

野村生八　議員

令和3年度実質公債費比率



一般質問　ここが聞きたい！ 一般質問　ここが聞きたい！

1213 ※ 原稿はすべて本人が提出しています。 ※ 原稿はすべて本人が提出しています。

問　

日
本
創
生
会
議
の
人
口
減
少
問
題
検

討
分
科
会
が
２
０
１
４
年
の
報
告
書
で
将

来
消
滅
す
る
可
能
性
の
あ
る
自
治
体
名
を

明
ら
か
に
し
て
か
ら
９
年
。
本
町
の
２
０

４
０
年
の
総
人
口
は
、
１
万
３
千
５
５
８

人
と
公
表
さ
れ
た
。
報
告
書
に
は
、
こ
の

現
実
を
立
脚
点
と
し
て
、
政
治
・
行
政
・

住
民
が
一
体
と
な
り
議
論
し
、
未
来
は
変

え
ら
れ
る
と
あ
る
。
本
町
の
「
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
策
定
」
を
問
う
。

町
長　
「
ひ
と
・
し
ご
と
・
ま
ち
創
生
総
合

戦
略
」
を
策
定
。
長
期
的
目
標
と
し
て
60

年
以
降
に
「
１
万
６
千
人
」
前
後
を
掲
げ

て
い
る
。
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
対
策

に
取
り
組
む
。

問　

人
口
減
少
に
合
わ
せ
た
「
行
政
の
再

設
計
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
各
自
治
体

独
自
で
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
限
界
も
あ
る

の
で
は
。

町
長　

地
域
特
性
を
活
か
し
た
「
総
合
計

画
」
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

自
治
体
間
連
携
や
広
域
連
携
を
推
進
。

関
係
人
口
増
・
移
住
は
本
町
へ

問　

本
町
の
関
係
人
口
創
出
・
拡
大
施
策

は
。

町
長　

集
客
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
と
体
験
型

観
光
に
よ
る
町
の
フ
ァ
ン
づ
く
り
を
大
切

に
し
て
い
る
。

問　

本
町
の
「
移
住
施
策
」
の
充
実
と
発

信
力
を
問
う
。

町
長　

令
和
４
年
度
移
住
者
数
は
27
人
19

世
帯
で
増
加
傾
向
。「
お
試
し
移
住
体
験
事

業
施
策
」
な
ど
を
進
め
て
い
る
。
府
北
部

情
報
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
る
。

問　

学
校
生
徒
保
護
者
に
対
し
、
悪
質
な

滞
納
が
発
生
し
た
場
合
、
収
入
や
財
産
状

況
等
個
人
情
報
を
調
査
す
る
こ
と
へ
の
同

意
書
提
出
を
全
保
護
者
に
送
付
し
て
い
た

こ
と
が
判
明
。
必
要
に
応
じ
て
法
的
措
置

を
講
じ
る
と
記
載
。
脅
か
し
と
思
え
る
同

意
書
は
直
ち
に
や
め
る
べ
き
。

教
育
長　

平
成
26
年
度
、
岩
滝
小
は
29
年

度
か
ら
実
施
。
こ
れ
ま
で
に
同
意
書
の
行

使
は
一
度
も
な
い
が
、
今
後
あ
り
方
に
つ

い
て
検
討
す
る
。

個
人
事
業
の
寄
附
見
直
し
を

問　

昨
年
度
か
ら
実
施
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
型
ふ
る
さ
と
納
税
活
用
補
助

事
業
が
寄
附
目
標
額
を
大
き
く
下
回
っ
た

原
因
は
。

町
長　

Ｐ
Ｒ
不
足
と
期
間
が
短
い
こ
と
が

原
因
で
は
。

問　

個
人
ビ
ジ
ネ
ス
と
の
判
断
が
多
か
っ

た
と
い
う
こ
と
。
町
募
集
で
信
用
度
を
高

め
、
税
控
除
活
用
で
多
額
資
金
を
集
め
よ

う
と
す
る
も
の
で
町
事
業
と
す
る
に
は
、

公
益
性
が
明
確
に
で
き
な
い
の
で
は
。

町
長　

事
業
評
価
を
し
て
９
月
決
算
議
会

で
示
し
た
い
。

問　

町
は
多
く
の
人
が
利
益
に
な
る
事
業

を
す
る
。
個
人
事
業
は
商
工
会
が
す
る
べ

き
。

町
長　

指
摘
を
踏
ま
え
、
今
後
議
論
し
て

い
き
た
い
。

問　

事
業
採
択
に
は
審
査
が
あ
る
が
、
判

断
が
あ
い
ま
い
に
な
り
恣
意
的
実
施
と
な

る
怖
れ
が
あ
り
、
行
政
不
信
に
つ
な
が
る
。

町
長　

国
・
他
自
治
体
の
同
様
事
業
の
公

益
性
担
保
に
つ
い
て
調
べ
る
。

移住者募集中

問　

今
年
度
か
ら
町
直
営
で
管
理
運
営
す

る
ク
ア
ハ
ウ
ス
岩
滝
の
現
状
は
。

町
長　

設
備
等
改
修
工
事
の
た
め
一
時
休

館
と
し
、
６
月
以
降
の
早
期
再
開
に
向
け

調
整
や
検
討
を
行
っ
て
き
た
。
13
年
ぶ
り

の
直
営
で
の
管
理
運
営
の
た
め
、
機
械
設

備
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
業
務
の
引
継
に
時

間
を
要
し
、
６
月
１
日
の
再
開
に
至
ら
な

か
っ
た
。

問　

３
月
定
例
会
で
直
営
で
の
予
算
が
計

上
さ
れ
た
時
点
で
、
従
事
者
や
運
営
内
容

な
ど
予
測
し
、
ど
の
よ
う
な
準
備
が
必
要

な
の
か
予
測
で
き
た
と
思
う
が
考
え
が
甘

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

町
長　

利
用
者
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う

誠
心
誠
意
、
議
論
を
し
て
き
た
。

問　

従
事
者
の
人
数
が
確
保
で
き
な
い
場

合
、
再
開
は
延
期
な
の
か
。
ど
の
よ
う
な

対
応
を
す
る
の
か
。

町
長　

８
月
１
日
に
は
必
ず
再
開
を
す
る
。

定
足
数
に
達
し
な
い
場
合
は
条
例
に
照
ら

し
合
わ
せ
優
先
順
位
を
つ
け
た
形
で
再
開

を
考
え
て
い
る
。

問　

今
後
の
町
の
方
針
や
考
え
方
を
協
議

し
準
備
も
同
時
に
進
め
、
ど
の
よ
う
な
運

営
が
必
要
な
の
か
意
味
と
意
義
の
あ
る
姿

に
な
る
こ
と
が
必
要
。

町
長　

民
間
企
業
の
幅
広
い
参
入
・
利
用

者
の
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
な
ど
令
和
６
年
度

以
降
の
中
心
的
な
論
点
だ
と
考
え
る
。
８

月
１
日
の
直
営
で
の
再
開
を
行
っ
て
い
き

な
が
ら
、
令
和
６
年
度
以
降
の
管
理
体
制

に
つ
い
て
も
改
め
て
議
論
を
重
ね
て
い
く
。

問　

防
災
訓
練
の
夜
間
実
施
は
で
き
な
い

の
か
。

町
長　

町
が
毎
年
実
施
し
て
い
る
防
災
訓

練
に
つ
い
て
は
、
全
町
民
を
対
象
に
行
っ

て
お
り
、
令
和
５
年
３
月
に
実
施
の
訓
練

で
は
８
千
８
１
名
に
参
加
し
て
い
た
だ
い

た
。
夜
間
に
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
も
一

定
の
意
義
が
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
「
避

難
す
る
際
の
安
全
」
が
懸
念
さ
れ
る
。
訓

練
の
場
合
は
、
な
お
さ
ら
参
加
さ
れ
る
方
々

の
安
全
に
細
心
の
注
意
を
払
う
必
要
が
あ

る
た
め
、
夜
間
の
防
災
訓
練
実
施
は
考
え

て
な
い
。

問　

地
震
・
風
水
害
の
避
難
路
・
避
難
場

所
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
と
配
布
は
で
き

な
い
か
。

町
長　

地
震
と
風
水
害
で
は
避
難
経
路
は

異
な
る
と
考
え
て
い
る
。
隣
組
毎
に
集
合

場
所
に
参
集
し
て
い
た
だ
き
安
否
確
認
の

後
、
避
難
が
必
要
で
あ
れ
ば
避
難
場
所
に

避
難
し
て
い
た
だ
く
。
そ
れ
ぞ
れ
安
全
な

避
難
経
路
が
異
な
る
の
で
、
そ
の
時
の
状

況
判
断
で
最
も
安
全
が
確
保
で
き
る
経
路

を
選
択
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
与
謝
野

町
洪
水
・
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

警
戒
レ
ベ
ル
と
避
難
情
報
や
災
害
時
の
心

得
を
掲
載
し
て
い
る
。

わが町のハザードマップ

新しい体制で

Ａ 
指
摘
も
考
慮
し
、今
後
検
討
す
る

Ａ 

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
取
り
組
む

Ｑ 
脅
か
し
と
思
え
る
同
意
書
は
や
め
る
べ
き

Ｑ 

人
口
減
少
地
域
衰
退
と
未
来
を
問
う

Ａ 

あ
ら
た
め
て
議
論
を
重
ね
る

Ｑ 

意
味
と
意
義
の
あ
る
姿
に

Ａ 

安
全
の
確
保
の
為
夜
間
の
避
難
訓
練
は
で
き
な
い

Ｑ 

夜
間
の
災
害
時
の
体
制
は
十
分
か

永島洋視　議員

杉上忠義　議員

山﨑政史　議員

浪江秀明　議員

実際の同意書



一般質問　ここが聞きたい！ 一般質問　ここが聞きたい！

【お詫びと訂正】
第 68 号　15 ページにおいて
渡辺貫治議員の京都府町村議会議長会表彰の在職年数の表
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1415 ※ 原稿はすべて本人が提出しています。 ※ 原稿はすべて本人が提出しています。

問　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
（
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
）

へ
の
社
会
的
認
識
は
広
ま
っ
て
き
て
は
い

る
が
、
当
事
者
の
多
く
は
、
差
別
や
偏
見

を
恐
れ
学
校
や
職
場
等
で
様
々
な
問
題
に

直
面
し
て
い
る
。
困
難
は
依
然
深
刻
で
、

多
様
な
性
の
あ
り
方
の
理
解
を
深
め
る
必

要
が
あ
る
。

町
長　

い
じ
め
や
差
別
か
ら
守
る
法
律
が

な
い
。
自
分
ら
し
く
生
き
生
き
と
し
た
人

生
を
享
受
で
き
る
与
謝
野
町
を
構
築
し
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
大
前
提
で
も
あ
る
「
誰
ひ
と

り
取
り
残
さ
な
い
」
事
が
必
要
不
可
欠
。

問　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方
々
へ
配
慮
で
あ
る
が
、

町
民
に
対
し
て
平
等
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
為
に
、
職
員
に
対
し
て
守
る
べ

き
人
権
問
題
と
し
て
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
へ
の
知

識
、
性
の
多
様
性
に
つ
い
て
の
研
修
や
、

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
製
作
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。

町
長　

特
化
し
た
研
修
は
開
催
で
き
て
な

い
。
今
年
度
、
先
進
地
事
例
へ
の
研
修
を

行
い
、
理
解
を
深
め
、
庁
舎
内
で
の
意
見

交
換
で
議
論
を
深
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
等
も
整
備
す
る
。

事
業
者
の
実
態
と
現
状
は

問　

長
引
い
た
コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
、
物
価

高
騰
や
原
材
料
高
騰
な
ど
中
小
業
者
を
一

層
苦
し
め
て
い
る
。
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
の
返

済
も
始
ま
り
三
重
苦
だ
。
業
者
の
実
態
に

即
し
た
町
の
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

町
長　

商
工
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
事
業

者
７
割
が
物
価
高
騰
で
困
っ
て
い
る
状
況

で
あ
り
、
今
回
６
月
補
正
で
緊
急
支
援
交

付
金
を
計
上
し
た
。

問　

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
は
、
定
期
接
種

の
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
。
費
用
は
全
額

自
己
負
担
の
任
意
接
種
に
な
っ
て
い
る
。

生
ワ
ク
チ
ン
で
一
回
８
千
円
程
度
、
不
活

化
ワ
ク
チ
ン
は
、
一
回
２
万
２
千
円
程
度

と
高
額
で
、
２
回
接
種
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
原
油
価
格
や

電
気
・
ガ
ス
料
金
を
含
む
物
価
の
影
響
を

受
け
た
生
活
者
や
事
業
者
の
負
担
が
増
大

す
る
な
か
に
お
い
て
、
町
民
の
健
康
を
守

る
と
い
う
観
点
か
ら
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
助
成
を
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い

て
は
、
独
自
に
一
部
の
接
種
費
用
の
補
助

を
行
っ
て
い
る
自
治
体
が
あ
る
が
、
当
町

で
は
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
費

用
補
助
の
実
施
は
し
て
い
な
い
。

交
通
弱
者
の
移
動
に
つ
い
て

問　

地
域
公
共
交
通
会
議
で
の
進
捗
状
況

は
。

町
長　

５
月
26
日
の
与
謝
野
町
地
域
公
共

交
通
会
議
に
お
い
て
、
支
線
系
統
再
編
に

当
た
っ
て
は
大
き
く
野
田
川
地
域
と
加
悦

地
域
に
エ
リ
ア
分
け
を
し
野
田
川
地
域
は
、

予
約
型
乗
合
交
通
、
加
悦
地
域
は
、
町
営

バ
ス
と
予
約
型
乗
合
交
通
と
す
る
。

認
定
こ
ど
も
園
の
設
置
は

問　

建
設
予
定
地
及
び
開
園
時
期
は
。

町
長　

具
体
的
な
場
所
・
時
期
は
未
定
。

新
園
舎
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
慎
重
か
つ

丁
寧
に
進
め
る
。

みんなが住みよい町へ

問　

機
構
改
革
は
町
長
の
専
権
事
項
で
あ

る
が
、
課
題
解
決
に
向
け
た
改
革
の
意
味

が
あ
る
は
ず
。
各
課
職
員
は
そ
れ
を
理
解

で
き
て
い
る
の
か
。

町
長　

様
々
な
会
議
を
通
し
一
定
理
解
は

得
ら
れ
て
い
る
。

問　

そ
れ
ら
の
会
議
で
は
全
職
員
に
伝
わ

ら
な
い
の
で
は
。

町
長　

各
会
議
の
中
身
は
全
職
員
に
浸
透

し
て
い
る
。

問　

新
た
な
３
つ
の
特
命
室
へ
の
職
員
構

成
や
新
し
い
課
の
取
組
が
事
務
分
掌
一
覧

表
か
ら
は
見
え
な
い
が
。

副
町
長　

特
命
室
に
は
各
課
よ
り
職
員
が

兼
務
す
る
予
定
で
あ
る
が
現
在
実
行
は
し

て
い
な
い
。
各
室
に
関
連
す
る
既
存
の
会

議
は
各
課
長
の
出
席
で
現
在
行
っ
て
い
る
。

問　

町
長
特
命
の
室
の
状
況
を
な
ぜ
町
長

が
答
弁
で
き
な
い
の
か
疑
問
で
あ
る
。

町
長　

私
の
特
命
室
で
は
あ
る
が
行
政
全

体
で
行
政
運
営
は
し
て
い
る
か
ら
。

問　

各
特
命
室
、
新
し
い
課
の
新
た
な
業

務
内
容
は
具
体
的
に
何
を
す
る
の
か
。

町
長　

現
在
や
っ
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
か

ら
必
要
な
こ
と
の
更
な
る
強
化
を
図
る
。

問　

本
来
機
構
改
革
は
課
題
解
決
の
た
め

に
新
た
な
形
で
行
政
運
営
を
行
う
た
め
に

や
る
こ
と
が
通
常
。
職
員
は
も
と
よ
り
町

民
に
も
改
革
を
し
た
理
由
を
明
確
に
し
て

「
み
え
る
」
形
で
、
意
味
と
意
義
の
あ
る
結

果
に
な
る
よ
う
最
善
の
努
力
を
す
る
べ
き

で
は
。

町
長　

職
員
と
の
政
策
協
議
を
重
ね
て
、

町
民
に
と
っ
て
の
行
政
運
営
に
努
め
る
。

実際の分掌表

Ａ 
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
こ
と
が
必
要
不
可
欠
だ

Ａ 

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
費
用
補
助
は
な
い

Ｑ 
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
現
状・理
解
度
は
ど
う
か

Ｑ 

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
補
助
は

Ａ 

町
民
に
と
っ
て
見
え
る
形
で
進
め
て
い
く

Ｑ 

機
構
改
革
は
町
民
に
有
効
的
な
形
で

和田裕之　議員

河邉新太郎　議員

家城功　議員

接種費の公費助成を

議員名　

　議　案

反
　
対
：
賛
　
成

杉
上
　
忠
義

田
　
史
郎

野
村
　
生
八

髙
岡
　
伸
明

浪
江
　
秀
明

渡
邉
　
貫
治

今
井
　
浩
介

山
㟢
　
政
史

河
邉
新
太
郎

永
島
　
洋
視

三
田
　
義
幸

安
達
　
種
雄

家
城
　
　
功

和
田
　
裕
之

山
﨑
　
良
磨

宮
㟢
　
有
平

与謝野町税条例の一部改正
について 12:３ ○○××○○○○○×○○○○〇ー

議員名　

　議　案

発
言
者
数

杉
上
　
忠
義

田
　
史
郎

野
村
　
生
八

髙
岡
　
伸
明

浪
江
　
秀
明

渡
邉
　
貫
治

今
井
　
浩
介

山
㟢
　
政
史

河
邉
新
太
郎

永
島
　
洋
視

三
田
　
義
幸

安
達
　
種
雄

家
城
　
　
功

和
田
　
裕
之

山
﨑
　
良
磨

宮
㟢
　
有
平

専決処分の報告（和解及び損害
賠償の額を定めることについて） ２ 1 1 －

令和4年度水道事業会計予
算繰越計算書 ２ 1 1 －

専決処分の承認（与謝野町
税条例の一部改正について） １ 1 －

専決処分の承認（令和4年度
一般会計補正予算（第8号）） １ 1 －

丹後地区土地開発公社の定
款変更について ２ 1 1 －

城山公園テニスコート屋外照明設備
改修工事請負契約の締結について ２ 1 1 －

令和5年度一般会計補正予
算（第2号） ９ 2 1 1 1 2 2 2 2 2 －

令和5年度介護保険特別会
計補正予算（第1号） ２ 2 1 －

○印は賛成	 ×印は反対	

（議長は賛否同数の時のみ態度を表明し、 議案の賛否を決定します）	
賛否の分かれた議案のみ掲載

6 月定例会　賛否一覧

6 月定例会　発言回数一覧

杉上　忠義　議員

京
都
府
市
町
村
・

地
域
自
治
功
労
者
表
彰
を
受
賞

表
　
彰
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自然の中で感性を豊かに育む

小規模保育園 こどもの森の紹介

69
発

行
：

与
謝

野
町

議
会

　
編

集
：

与
謝

野
町

議
会

広
報

常
任

委
員

会
住

所
：

〒
629-2498  京

都
府

与
謝

郡
与

謝
野

町
字

加
悦（

加
悦

庁
舎

３
階

）

与謝野町消防団町長査閲　ひまわりふれ愛隊

ともだちだいすき　せんせいだいすき　ようちえんだいすき
　本園は 1937 年に日本聖公会加悦聖三一教会が母体となり、「幼な子らを神の愛によって育てる」ために発
足。神さまと人から愛される喜びと感謝することを知り、人々のために生きることのできる豊かな心が育つ
よう願い保育しています。
☆安心できる雰囲気の中で、色々なことに意欲を持って向かい、共に育ち合います。
☆自然に触れ、季節を感じ、花や野菜作り、お料理などを楽しみます。
☆茶道講師によるお稽古では四季を感じ、他を思うおもてなしの心や行儀を学びます。
　今年度から、NPO 法人クラマウリと連携し、キンダーカウンセラー事業を実施しています。保護者の皆さ
まと子ども一人ひとりの育ちを分かち合い、喜び、恵に感謝して歩んでいきます。どんな小さなことでも、
不安に思っておられることを何でも話せる関係を作り、子どもたちを見守っていきます。
☆幼稚園では、満３歳（保育所でいう未満児）のお誕生日の前日から、保育料が無償になります。通常保育
は午後３時までですが、午後６時まで預かり保育をしています。朝は８時からの受け入れもしています。長
期休暇は希望保育・預かり保育を実施しています。途中入園も受け付けています。

学校法人 京都聖パウロ学園 加悦聖三一幼稚園の紹介

“さくら組お泊り会（7/20 ～ 7/21）”　　こどもたちには目に見えない心の成長が見られたと思います。

　三河内に移転し、『小規模保育園こどもの森』を開園して約１
年。地域の方々に助けていただき、周囲の豊かな自然を楽しんでい
ます。
　大好きな裏山散歩では筍やわらび、ノビルやクマ苺などを見つけ
ては四季の味覚を満喫しました。イモリやザリガニのいる場所も発
見！泥だらけになって捕まえています。今はプールが楽しくて大は
しゃぎ！毎日、五感をめいっぱい使って好奇心を満足させていま
す。０才から６才までの子どもたちが年齢を超えて関わり、育ち
合っています。ぜひ遊びに来てください。

＊子育て支援「森のあそび場」
　毎日開催♪
＊生後２カ月～　随時入園可能
　短期入園、短時間預かりOK

泥んこ遊びに夢中！（1、2歳児）

プール気持ちいい～！（3，4歳児） 千丈ヶ嶽、登ったよー！（５歳児）↑保育園の様子はこちらから↑

◎６月定例会補正予算等…２P

◎一般質問………………８P
《題字》宮津天橋高等学校加悦谷学舎 /書道部　谷川莉菜　さん

たにがわ り　な
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